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職 場 内 の 力 関係 が 生 み 出 すパ ワーハ ラ

ス メ ン ト (パワハ ラ )撲 減 の た め の啓 発
用 DVDを 、職 場 で の人 権 問題 に取 り組
む 「ア トリエ エ ム」 (大阪府 吹 田市 )が
制作 した。 非 正 規 雇 用 な ど立 場 の 弱 い労

働者 のパ ワハ ラ被害 が急増 してい る とい

い、三木啓 子代表 (48)は 「企業 や経 営者

が意 識 を高 め、人権 侵害 を許 さな い風土

づ く りを してほ しい Jと 阪神 間 の企業 に
も活用 を呼 び掛 けて いる。 (木村信行 )
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